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 対象群 5 名（男性 4 名、平均年齢 65.8 歳）、対照群 5 名（男性 4 名、平均年齢 36.6 歳）
で実施した。安静呼吸時と比較しての咽頭部の変化は、対象群では咳嗽時、ハフィング時、
EMT 時すべてで有意な収縮を認め、咳嗽時およびハフィング時よりも EMT 時の方が収縮
の程度は著明だった（p<0.05）。対照群では、咳嗽時および EMT 時で有意に咽頭部の収縮
を認め、EMT の方が収縮の程度は著明だった（p<0.05）。安静時からの変化率による 2 群
間の比較では、すべての動作において有意差は認めなかった。  
【考察】  
 今回の調査により、EMT にて咽頭部の筋収縮が促されることが明らかとなった。現時点
では咽頭筋群収縮の誘発機序の解明には至っていないが、EMT は舌骨筋群の機能改善だ
けではなく、咽頭筋群の収縮も誘発することで嚥下機能の向上に寄与している可能性が示
唆された。  
 
本研究内容は、2018 年度日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会で報告する予
定である。  
 
